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研究成果の概要（和文）：シナリオを用いたシステム開発では，高品質かつ多種のシナリオを用意する必要があ
るが，シナリオの再利用に関する研究は進んでいない．
　本研究では，①既存のシナリオから機能単位でシナリオの一部を切り出し，シナリオ部品として抽出する手
法，②シナリオ部品をデータベース化して，部品提供を可能とするシナリオ部品データベースの構築手法，③検
索したシナリオ部品を組み合わせることによって，新しいシナリオを効率よく作成するシナリオ作成手法の3つ
の手法を確立した．さらに確立した手法に基づくシステムを開発し，手法とシステムの有効性を確認した．

研究成果の概要（英文）：In scenario-based software development, many scenarios of good quality 
should be needed, but there are no efficient reusing methods of scenarios. In this research, we have
 developed three methods, that is to say, (a) deriving method of scenario parts from existing 
scenarios based on functions in the scenarios, (b) developing method of scenario parts database, and
 (c) developing method of scenarios by integrating scenario parts. We have developed prototype 
systems based on the proposed methods and evaluated both methods and systems through experiments.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　ソフトウェアの開発現場で要求獲得のためにシナリオを用いることがあるが，多くの場合，シナリオは手作業
で作成されており，実用的なシナリオ自動生成や再利用に関する研究は例を見ない．
　本研究では，(a)既開発のセミフォーマルなシナリオ記述言語によって記述されたシナリオから機能を抽出す
る．(b)次に機能中の名詞を抽象化することによって再利用性を向上させたシナリオ部品に変換し，部品をDBに
登録する．(c)シナリオ作成者は部品DBから新規に作成するシナリオに必要な部品を検索し，抽象化された部品
中の名詞を具体化することによってシナリオの生成を支援する手法を開発し，効率良く，高品質なシナリオが作
成できる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ソフトウェア開発において，シナリオはシステムの振舞いやシステム利用者(アクター)とシ
ステムのやりとりを明確化するために用いられる．特にオブジェクト指向ソフトウェア開発で
は，モデル化言語として業界標準となった UMLのユースケース記述やシーケンス図において，
シナリオが採用されていることもあって，シナリオを用いたソフトウェア開発やシナリオに関
連する研究が盛んに行われるようになってきた．シナリオは(1)目標を達成するための，システ
ムの正常かつ典型的な振舞いを表す正常シナリオ，(2)目標を達成するが，正常シナリオとは異
なる振舞いを表す代替シナリオ，(3)振舞いが失敗した場合の対処を表す例外シナリオに分類さ
れる．システムの振舞いを正確に捉えるには，正常シナリオだけでなく複数の代替シナリオや
複数の例外シナリオを明確にしなければならない． 
一般に，正常シナリオは記述しやすいが，代替シナリオや例外シナリオについてはブレーン
ストーミング等で考えられるだけ案を出し，シナリオを記述する方法が取られる．しかしなが
ら，創出できない案があると，代替シナリオや例外シナリオが欠落してしまい，その結果とし
てシステムの振舞いにも抜けが生じてしまう危険性がある．そのまま開発工程が進むと，手戻
りが必要となり開発費の増加や開発期間の延長，場合によっては開発プロジェクトの失敗とい
った事態を招いてしまう．またシナリオの質も開発対象のソフトウェア製品に影響を与える．
このようにシナリオの質と量がソフトウェア開発の鍵となる．既開発のプロジェクトで，高品
質のシナリオがすでに用意されている場合，それらを再利用できれば新規プロジェクトにおい
ても活用できる．しかしながら現状では再利用可能なシナリオを効率よく・かつ正確に活用す
る手法はない． 
海外においては，欧州の CREWS(Cooperative Requirements Engineering with Scenarios)
プロジェクトにおいて，シナリオ分析に関する研究が進められている．この中で Alistair Mavin
等は正常シナリオ中のイベントの動作と動作主体に着目し，動作の型や動作主体の型が正常で
はない場合に対して what-if の質問を生成する．利用者はこの質問から例外シナリオや代替シ
ナリオを思いつくという手法を提案している．しかしながら，この手法ではあくまで利用者の
答えられる範囲での例外シナリオや代替シナリオしか作成できず，またその振舞いも利用者が
考案しなければならない．さらに考案したシナリオの品質は保証されないといった問題点があ
る．Ian Alexanderは，より多くの例外を発見するためのシナリオ駆動での探索手法を提案し
ている．この手法ではステークホルダによって識別されたすべての例外の知識を用いて，モデ
ルとなる解答が用意される．各々のイベントに対して，関連する例外がモデルとなる解答とし
てリストアップされるが，この解答が特定の問題領域に強く依存する欠点がある．Derek 
Crampは正常シナリオ以外のシナリオの重要性を指摘しており，シナリオ生成のためのモデル
を提案している．しかしながら Cramp の手法は特定の問題領域に極めて強く依存している．
国内においては，シナリオと関連する，オブジェクト指向ソフトウェア開発で用いられるユー
スケース記述やシーケンス図については多くの研究がなされているが，シナリオの再利用に関
する実用的な研究はない． 
 
２．研究の目的 
 本研究は，(1)既存のシナリオから機能単位でシナリオの一部を切り出すシナリオ部品化手法，
(2)シナリオ部品をデータベース化し，部品提供を可能とするシナリオ部品データベース構築手
法，(3)検索したシナリオ部品を組み合わせることによって，新しいシナリオを効率よく作成す
るシナリオ作成手法の確立を目的とする．これらの手法のうち，部品データベースにおける部
品検索は，単なるキーワード検索ではなく，平成 27 年度までに行った先行研究の「差分情報
を用いたシナリオ検索に関する研究」で確立した振舞いに基づいたシナリオ検索手法を活用す
る．さらには 3手法に基づくシステムを試作し評価を行った． 
 
３．研究の方法 
研究代表者は要求フレームと名付けたモデルに基づいたシナリオ記述言語の開発とシナリオ
のビューポイント変換手法や統合手法，ルールを用いたシナリオの検証手法，差分情報を用い
たシナリオ作成支援手法，差分情報を用いたシナリオ検索に関する研究を行ってきた． 
本研究では「シナリオ記述言語」と「差分情報を用いたシナリオ検索」の研究成果を活用す
る．要求フレームモデルに基づいたシナリオ記述言語によって，粒度を一定に保ち，イベント
の時間順序を明示した正常シナリオを記述できる．イベント文は表層の動詞や主語に依存しな
い内部表現に変換されるので，表層表現に依存せずに，2 つのシナリオの名詞の対応やイベン
ト文の対応を取ることができる．これによりシナリオの間の差分情報を正確に抽出でき，特定
のシナリオと類似した振舞いを持つシナリオ群を検索できる手法を確立済である．例えば新幹
線の予約システムにおける座席予約のシナリオを基準とした場合に，振舞いの類似した航空機
のチケット販売シナリオを検索できる．しかしながらシナリオを単位とした場合の再利用性に
は限界があり，より細かな単位である機能を対象とすることによって再利用性を向上できる．
例えば新幹線の座席予約シナリオ中に，「利用者認証」，「希望の列車検索」，「希望の座席検索」，
「希望の座席予約」の 4機能が存在すると仮定した場合に，「希望の列車検索」機能をキーとし
て検索すると，残る 3つの機能の振舞いが含まれないために新幹線の座席予約シナリオを類似
シナリオとして検索することは困難であった． 



本研究では，より細かな機能単位を検索と再利用の対象とすることにより，「利用者認証」や
「希望の列車予約」が不要なシナリオであっても「希望の座席検索」に対応する部品を用いて
シナリオを作成できるようになる．このように，シナリオそのものではなくシナリオ中の機能
を再利用することにより，再利用性の向上とシナリオ作成の効率化が期待できる． 
 
４．研究成果 
本研究は平成 28年度から 30 年度までの 3年間にわたって行った．平成 28年度は(1)シナリ
オ記述言語で表されたシナリオから機能を抽出する手法の確立，(2)抽出した機能の再利用性を
向上させたシナリオ部品の作成手法の確立，ならびに(3a)上記の 2つの手法に基づいたプロト
タイプシステムの設計を行った．平成 29 年度は(3b)提案手法に基づいたプロトタイプシステム
の実装，(4)シナリオ部品の検索と部品を組み合わせることによるシナリオ作成手法の確立，な
らびに(5)シナリオ作成手法に基づくプロトタイプシステムの実装を行った．平成 30年度は，
(6) 提案手法ならびに開発したプロトタイプシステムの評価と改善を行った．これらの手法の
確立と手法に基づくプロトタイプシステムの開発，並びに評価実験による手法とシステムの有
用性の確認が本研究の成果である． 
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